家庭礼拝　2010年3月31日　使徒言行録第２章　聖霊が降る
　賛美歌346　来たれ聖霊よ　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　賛美歌328　ハレルヤハレルヤ　主の祈り
起

今週の第二章は、第一章でイエス様の約束された、聖霊が降る場面です。聖霊が降ると言うのはキリスト教にとって、とても大きな意味を持つ出来事です。この聖霊がくだらなかったら、キリスト教は発生しなかったと言ってもよいことです。この聖霊降臨の出来事は、5旬節すなわちペンテコステのときに起こったので、聖霊降臨の出来事をペンテコステとも言うことがあります。ユダヤ教には三つの大きな祭りがありました。過ぎ越しの祭り、5旬節(ペンテコステ)、仮いおの祭りです。ペンテコステは、出エジプトの記念でもある、過ぎ越しの祭りの第二日から数えて50日目に行われる祭りでした。これは、刈入を祝うお祭りでもあり、モーセの十戒が与えられたことを記念するお祭りでもありました。農耕的な意味では、過ぎ越しの祭りの時に大麦の鎌入れを行い、ペンテコステで小麦の刈入を終わると言う意味があったようです。刈入の一連の時期を示しています。
　現代のキリスト教では、特にこの聖霊降臨を強調する教派が存在します。それがペンテコステ派です。もともとは、アメリカのメソジストホーリネス教会から発生した聖霊運動すなわちペンテコステ運動でしたが、韓国の牧師、チョウ・ヨンギの純福音派もこの流れに属するものです。御殿場ではフルゴスペルの純福音がこれに該当します。東山の純福音教会も、スエーデンの流れに属するものですが、やはりペンテコステ派といえます。このペンテコステ派の特色は聖霊のバプテスマとそれに伴うしるしとしての異言を語ると言うことを強調することです。聖霊のバプテスマによって与えられる聖霊の賜物として、異言、予言、癒し、奇跡、悪霊の追い出しなどを強調するわけですが、それが伝統的な教会から見ると、場合によっては、異端的にも見えるわけです。ただ、もともと聖書的にも原始キリスト教としてもこれらはごく自然にキリスト教の中にあったものであり、原始キリスト教の力の源泉にもなっていたものです。世界の多くのメガチャーチ(2000人以上)の多くのものがペンテコステ派またはその影響を受けている教会であります。また、2006年に共同通信社が発表した記事では、世界でもっとも成長している教派はペンテコステ派であると報じています。また、新しい賛美歌やゴスペルソングがペンテコステ派から生まれており、小坂忠さんなどもこの系統です。その聖霊を重んじた活動は決して無視できるものではありません。
　前牧師の堀江牧師は、デボーションをベースにした教会訓練を行っておりましたが、これは、聖霊の働きを重視し、リビングプレイズなどの新しい賛美を採用して、ペンテコステ派の礼拝の影響を受けていたと思われます。
　私は、このような、聖霊運動やペンテコステ運動がキリスト教的に問題だとは思わないのですが、これが、自分たちだけが正しい、こうしなければいけないといった、押し付けや律法的な考え方になると、人間の自立を奪う、非常に困った問題を起こしやすいと考えています。いわゆるカルト集団に近くなってくるわけです。このようなことを考慮しつつ、このペンテコステの出来事を考えてみたいと思います。
承

　さて、本題に入りますと、聖霊が降ったのは、エルサレムで5旬節の日にみんなが集まっていたときでした。
使 2:2　突然、激しい風が吹いて来るような音が天から聞こえ、彼らが座っていた家中に響いた。
使 2:3　そして、炎のような舌が分かれ分かれに現れ、一人一人の上にとどまった。
と書かれています。みんなが集まっていたのはきっと祈っていたのでしょう。ここに書かれている、激しい風や、音、そして炎のような舌という表現は必ずしも、物理現象として捉える必要はないと考えます。私たちが、信仰の問題を考えるとき、霊的な事象と物理的な事象をごちゃ混ぜにしてしまうことがよくあります。これらの物理的事象の表現として言われたことは、必ずしも物理現象として起こったのではなく、霊的事実としてそのように起こったという風に私は捉えています。きっとそれは霊的に、突然にそして激しく、全員に発生したのでしょう。このような事例は近年でも多くのことが報告されています。ペンテコステ派では、説教中に一人の人が異言を語り始めたと思ったら、牧師も含めてあっという間に全員が異言を語り始めたと言うことも実際に報告されています。
　さて、イエスの弟子達は、4節ですが「すると、一同は聖霊に満たされ、“霊”が語らせるままに、ほかの国々の言葉で話しだした。」とかかれています。そして、「この物音に大勢の人が集まって来た。そして、だれもかれも、自分の故郷の言葉が話されているのを聞いて、あっけにとられてしまった。」と書かれています。本当にみんながほかの国々の言葉で話し出したのかどうかは分かりませんが、よく分からない外国語のような言葉で話したのは間違いないのでしょう。それが異言と言われるものです。
私は、異言と言うものがどういうものなのか今まで良く分かりませんでしたが、今週の純福音教会の中見牧師の説教を聴いて良くわかりました。それは中見牧師の異言体験についての話でした。ある時、中見牧師が祈っているときに、心に言い表せない喜びが満ち溢れたそうです。そしてその喜びを、言葉に表して感謝と賛美を捧げたのだそうです。ですが、その言葉では、どうしてもたりない不十分だと思っている内に、知らない内につたない英語で祈ろうとしていたそうです。ところが英語で祈ってもまだ足りない、言い表せないと思ったとき、いつの間にか異言になっていたと言うのです。言い表せない喜びを、言い表そうとしたときに、もうそれは普通の言葉では足りなくなり、ほかの人には理解できない、うめきのような異言になってしまったと言うことです。それが神様には一番伝わりやすい言葉だったのです。それは、人に聞かせるためではなく、ただ神様に聞いて欲しいがための言葉なのですから、人間に理解できなくてもかまわないのです。直接神様に語りかける言葉なのです。異言は人を作り上げると言われるように、そのような体験はその人の信仰生活の核となり、後々までも信仰生活に大きな影響を及ぼすものです。
　このペンテコステのときに起こった出来事はまさにそのようなことだったのではないかと思います。中には外国語の片言をいれる人もあったのでしょう。またある人は、酔ったように分けの分からない異言を語っていたのでしょう。その物音を聞いて集まって来た人たちは、この人たちは酔っているのだといったことも理解できるわけです。聖霊が降ると言うのはそのような圧倒的な喜びに満たされて、自分が何を口走っているのかもわからなくなるような状態なのかもしれません。
転

その物音に驚いて集まった群衆は、この弟子達の異言を聞いて、驚き戸惑い、｢これは一体どうしたことだ。｣と怪しんだわけです。するとペトロは、ほかの11人と一緒に、集まった人々に対して、声を張り上げて、演説をしだしたのです。これが原始キリスト教の最初の説教と言われる、ペトロの説教です。ペトロは言いました。「ユダヤの方々、またエルサレムに住むすべての人たち、知っていただきたいことがあります。わたしの言葉に耳を傾けてください。」　このペトロが聖霊を受けた後で、みんなに知って欲しいと思ったことは何でしょうか。それは、｢予言されたことは実現した。これは神の計画であり、イエスキリストは復活した。｣と言うことでした。これを伝えたかったのです。これが原始キリスト教が、聖霊を受けて、語ろうとした最大のことであり、キリスト教が代々受け継いでいった力の源でした。
ペテロは、集まった群集に対して、｢私たちは酒によっているわけではありません。｣と言って、群衆のいだいている疑問に答えました。それなら何なのか。ペトロは続けて言います。｢これこそヨエルを通して予言されていたことなのです。｣では一体どう予言されたのでしょうか。「神は言われる。終わりのときに私の霊を全ての人に注ぐ。すると、彼らは予言をする。そして、主の名を呼び求めるものは、皆、救われる。」そういいました。今ここで起こっていることは、予言に基づいて聖霊を受けたのであり、そして語るものは予言を語っているのだと言ったわけです。ここで、オヤッと思うことは、イエス様が、何度も聖霊の約束をしてくれたのに、イエスさまではなく、ヨエルによって予言された聖霊が与えられたと言ったことです。たぶんこちらのほうが、イスラエルの一般の人々にとっては受け入れやすかったのだろうと思います。ペトロは人々が受け入れやすいようにそのように言ったのだと思われます。そして続けてこういいます。
使 2:22　イスラエルの人たち、これから話すことを聞いてください。ナザレの人イエスこそ、神から遣わされた方です。神は、イエスを通してあなたがたの間で行われた奇跡と、不思議な業と、しるしとによって、そのことをあなたがたに証明なさいました。あなたがた自身が既に知っているとおりです。
使 2:23　このイエスを神は、お定めになった計画により、あらかじめご存じのうえで、あなたがたに引き渡されたのですが、あなたがたは律法を知らない者たちの手を借りて、十字架につけて殺してしまったのです。
使 2:24　しかし、神はこのイエスを死の苦しみから解放して、復活させられました。イエスが死に支配されたままでおられるなどということは、ありえなかったからです。
ペトロは、ナザレの人イエスこそ神から使わされた方です。と断言しました。それはあなた達もその奇跡を見て知っているはずではないですか、と言いました。そしてこのイエスが死んだのは神様の計画によるものであり、死んだ後に復活するためだったと言ったのでした。人々の責任にはしませんでした。そして私たちは皆その証人なのですと言ったのです。ここにクリスチャンの存在意義があり、使命があります。クリスチャンは、自分の救いを求めるだけのものではなく、聖霊を受けて、キリストは復活したと語る、証人となるものとなると言うことです。そうすれば、しいて人々を伝道、勧誘、など引っ張り込もうとしなくても、それを聞いた人々は、｢それでは私たちはどうしたらよいのですか。｣と自分からその信仰を求めてくるのです。そこで始めて、ペテロは｢悔い改めなさい。洗礼を受けなさい。そうすれば聖霊が与えられる。｣と言ったのです。
　これをもし、相手がどうしたらよいのですかと、自分から求めてくる前に、悔い改めなさい、と言ったならば、その押し付けに、民衆は反発し、疑問に思い遠ざかってしまうでしょう。今週の、コロニーの礼拝の後で、横田牧師夫妻と篠原さんそして牛島さんとで食事をしました。そのときの話の中で、篠原さんは、こんな話をしてくれました。聖霊体験をして、このような福祉の道を歩んできました。その中で、施設の子が病気でなくなると言う悲しい出来事がありました。篠原さんは、祈れば癒されると言う教会の教えを信じて、一生懸命祈ったけれども、その子は癒されることなく、亡くなってしまった。その後、礼拝の説教を聞いていて、とても心が苦しくなったと言うことです。それは、祈れば必ず、かなえられる。かなえられないのは祈りが足りないからだ、信仰が足りないからだというメッセージが、自分を強く責めているような気がしたというのです。それ以来、純福音教会に近づくのが重苦しくなり、御殿場教会に行ったほうが、気が楽に礼拝できると云うことになったのです。救いであるはずのメッセージが、自分たちは正しい、あなた達もこうしなさい、と言った律法的な押し付け的なメッセージになると、それは救いではなく、呪いになってしまうのです。このような出来事は、純福音教会だけではなく、キリスト教全般に見られる現象です。キリスト教は、どうしても、自分たちは正しい、こうしなさいといったほうに流れて行ってしまう傾向があります。それが多くの争いや問題の源になります。私たちも気を付けなければならない問題です。
結

私たちの信仰は、約束の聖霊によって、イエスキリストが復活したと信じることが出来る。ことであって、自分の願い事がかなうことが救いではないのです。このことに多くの誤解が生じています。願い事がかなえば、私は救われた、と思い有頂天になり、願い事がかなわなければ、私は、信仰的に未熟だと思い落胆するのです。そうではなくて、私たちの信仰は、聖霊を受けて、イエスキリストの復活を知り、自分自身の復活を信じるものとなることだと思うのです。それが全てのものから開放され、神の愛の中に生きることの出来る救いだと思うのです。私はこのような聖霊の満たしを心から願うものです。
(一分間黙祷しみんなで祈る)

◆聖霊が降る
使 2:1　五旬祭の日が来て、一同が一つになって集まっていると、
使 2:2　突然、激しい風が吹いて来るような音が天から聞こえ、彼らが座っていた家中に響いた。
使 2:3　そして、炎のような舌が分かれ分かれに現れ、一人一人の上にとどまった。
使 2:4　すると、一同は聖霊に満たされ、“霊”が語らせるままに、ほかの国々の言葉で話しだした。
使 2:5　さて、エルサレムには天下のあらゆる国から帰って来た、信心深いユダヤ人が住んでいたが、
使 2:6　この物音に大勢の人が集まって来た。そして、だれもかれも、自分の故郷の言葉が話されているのを聞いて、あっけにとられてしまった。
使 2:7　人々は驚き怪しんで言った。「話をしているこの人たちは、皆ガリラヤの人ではないか。
使 2:8　どうしてわたしたちは、めいめいが生まれた故郷の言葉を聞くのだろうか。
使 2:9　わたしたちの中には、パルティア、メディア、エラムからの者がおり、また、メソポタミア、ユダヤ、カパドキア、ポントス、アジア、
使 2:10　フリギア、パンフィリア、エジプト、キレネに接するリビア地方などに住む者もいる。また、ローマから来て滞在中の者、
使 2:11　ユダヤ人もいれば、ユダヤ教への改宗者もおり、クレタ、アラビアから来た者もいるのに、彼らがわたしたちの言葉で神の偉大な業を語っているのを聞こうとは。」
使 2:12　人々は皆驚き、とまどい、「いったい、これはどういうことなのか」と互いに言った。
使 2:13　しかし、「あの人たちは、新しいぶどう酒に酔っているのだ」と言って、あざける者もいた。
◆ペトロの説教
使 2:14　すると、ペトロは十一人と共に立って、声を張り上げ、話し始めた。「ユダヤの方々、またエルサレムに住むすべての人たち、知っていただきたいことがあります。わたしの言葉に耳を傾けてください。
使 2:15　今は朝の九時ですから、この人たちは、あなたがたが考えているように、酒に酔っているのではありません。
使 2:16　そうではなく、これこそ預言者ヨエルを通して言われていたことなのです。
使 2:17　『神は言われる。終わりの時に、／わたしの霊をすべての人に注ぐ。すると、あなたたちの息子と娘は預言し、／若者は幻を見、老人は夢を見る。
使 2:18　わたしの僕やはしためにも、／そのときには、わたしの霊を注ぐ。すると、彼らは預言する。
使 2:19　上では、天に不思議な業を、／下では、地に徴を示そう。血と火と立ちこめる煙が、それだ。
使 2:20　主の偉大な輝かしい日が来る前に、／太陽は暗くなり、／月は血のように赤くなる。
使 2:21　主の名を呼び求める者は皆、救われる。』
使 2:22　イスラエルの人たち、これから話すことを聞いてください。ナザレの人イエスこそ、神から遣わされた方です。神は、イエスを通してあなたがたの間で行われた奇跡と、不思議な業と、しるしとによって、そのことをあなたがたに証明なさいました。あなたがた自身が既に知っているとおりです。
使 2:23　このイエスを神は、お定めになった計画により、あらかじめご存じのうえで、あなたがたに引き渡されたのですが、あなたがたは律法を知らない者たちの手を借りて、十字架につけて殺してしまったのです。
使 2:24　しかし、神はこのイエスを死の苦しみから解放して、復活させられました。イエスが死に支配されたままでおられるなどということは、ありえなかったからです。
使 2:25　ダビデは、イエスについてこう言っています。『わたしは、いつも目の前に主を見ていた。主がわたしの右におられるので、／わたしは決して動揺しない。
使 2:26　だから、わたしの心は楽しみ、／舌は喜びたたえる。体も希望のうちに生きるであろう。
使 2:27　あなたは、わたしの魂を陰府に捨てておかず、／あなたの聖なる者を／朽ち果てるままにしておかれない。
使 2:28　あなたは、命に至る道をわたしに示し、／御前にいるわたしを喜びで満たしてくださる。』
使 2:29　兄弟たち、先祖ダビデについては、彼は死んで葬られ、その墓は今でもわたしたちのところにあると、はっきり言えます。
使 2:30　ダビデは預言者だったので、彼から生まれる子孫の一人をその王座に着かせると、神がはっきり誓ってくださったことを知っていました。
使 2:31　そして、キリストの復活について前もって知り、／『彼は陰府に捨てておかれず、／その体は朽ち果てることがない』／と語りました。
使 2:32　神はこのイエスを復活させられたのです。わたしたちは皆、そのことの証人です。
使 2:33　それで、イエスは神の右に上げられ、約束された聖霊を御父から受けて注いでくださいました。あなたがたは、今このことを見聞きしているのです。
使 2:34　ダビデは天に昇りませんでしたが、彼自身こう言っています。『主は、わたしの主にお告げになった。「わたしの右の座に着け。
使 2:35　わたしがあなたの敵を／あなたの足台とするときまで。」』
使 2:36　だから、イスラエルの全家は、はっきり知らなくてはなりません。あなたがたが十字架につけて殺したイエスを、神は主とし、またメシアとなさったのです。」
使 2:37　人々はこれを聞いて大いに心を打たれ、ペトロとほかの使徒たちに、「兄弟たち、わたしたちはどうしたらよいのですか」と言った。
使 2:38　すると、ペトロは彼らに言った。「悔い改めなさい。めいめい、イエス・キリストの名によって洗礼を受け、罪を赦していただきなさい。そうすれば、賜物として聖霊を受けます。
使 2:39　この約束は、あなたがたにも、あなたがたの子供にも、遠くにいるすべての人にも、つまり、わたしたちの神である主が招いてくださる者ならだれにでも、与えられているものなのです。」
使 2:40　ペトロは、このほかにもいろいろ話をして、力強く証しをし、「邪悪なこの時代から救われなさい」と勧めていた。
使 2:41　ペトロの言葉を受け入れた人々は洗礼を受け、その日に三千人ほどが仲間に加わった。
使 2:42　彼らは、使徒の教え、相互の交わり、パンを裂くこと、祈ることに熱心であった。
◆信者の生活
使 2:43　すべての人に恐れが生じた。使徒たちによって多くの不思議な業としるしが行われていたのである。
使 2:44　信者たちは皆一つになって、すべての物を共有にし、
使 2:45　財産や持ち物を売り、おのおのの必要に応じて、皆がそれを分け合った。
使 2:46　そして、毎日ひたすら心を一つにして神殿に参り、家ごとに集まってパンを裂き、喜びと真心をもって一緒に食事をし、
使 2:47　神を賛美していたので、民衆全体から好意を寄せられた。こうして、主は救われる人々を日々仲間に加え一つにされたのである。
(祈り)

天の父なる神様。今日もあなたの身元に呼び集められ、あなたの御言葉を与えられて感謝いたします。

どうか私たちも、あなたの聖霊を受けて、イエスキリストが復活された。私に現れて、私を変えてくださったと、あなたを讃えることができますように。そして、あなたの復活の証人となる事が出来ますように。

私たちの喜びの姿を見て、私たちはどうしたらよいのでしょうかと、尋ねてくる人々にあなたを語っていくことが出来ますように。
あなたが今日ここに与えてくださいました、豊かな恵みに感謝いたします。

あなたの慈しみを覚えて、とりなしの祈りをいたします。

あなたの計画にあって、御殿場教会の礼拝には集えない状況ですが、御殿場教会がどうかあなたの導きにより、あなたにふさわしい教会となりますように、導いてください。

その教会員一人ひとりの上に、あなたの祝福と導きとがありますように。弱い人々をあなたが支えてくださいますように。
あなたの御心がなりますように。

この、迷える世界で、あなたの道を求めるものに、あなたが希望の光を与えてくださいますように。思いが変えられて、聖霊が注がれますように。

私たちもまた、あなたに仕え良き奉仕が出来ますように導いてください。どうかあなたの祝福のもとにありますように。
これらの願いと祈りとを、主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　アーメン
